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ロ レ ン ス の 季 節 感
`PurpleAnemones'と`Ba
varianGentians'をめ ぐ っ て
古 我 正 和
ロ レンスは どの ような季節感 を持 っていたのだろ うか。 ロレンス にとって四
季 のめ ぐりとは何 だったのだろうか。そ してそれは花 とどんな関係 を持 ってい
たのだろうか。花 の詩 を読 んでい ると,ロ レンスがいか に季節 とい うもの に敏
感 であったかが感 じとられ る。 ここで は彼 の二つの詩 を通 してその ことを検証
してみたい と思 う。
先ず春 を歌 う詩 「紫 の アネモ ネ」(`PurpleAnemones')であ る。 アネモネは
もともとアジアの原産であ った ものがギ リシアか ら西 ヨー ロ ッパ に伝 わ った。
従 ってその語源 はwind-flowerを意味す るギ リシア語のAレ εμω叨 か らラテ
ン語 のanem?黷ﾆな った。色 は種 々あ るが イギ リス には,こ の詩 に歌 われ る
紫系統 の もの としてはwoodanemoneとも呼 ばれている 白色 に薄い紅 と紫 を帯
びた ものが ある。英文学の中では この花 がほ とん どギリシアの美少年ア ドーニ
スの伝説 に影響 されてい るのは,こ の色 のためであろう。 ア ドーニスが狩 りに
出て傷ついて死 んだ時,美 の女神 ヴ ィーナスがア ドーニスの血 に自分 の涙 を加
えて花 を染め たと言われているか らである。 しか しロレンスの この詩 は違って
いて,ア ドーニス とは無関係 である。
この詩は問答の形式 でな される。最初 に春 にこの世 に花 をもた らして くれた
の は誰 なのか,天 国の神 なのか と尋 ね られる。
Whogaveusflowers?
(1)
Heavens?ThewhiteGod?
上 のwhiteGodとは一体 どの ような神 で あろ うか。 このwhiteは次 に出 て く
る地獄 の闇(dark)と対照 して用 い られてい る言葉であろ う。従 って太 陽神 ア
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ポロを考 えている と思 われる。 ところが この間 に対す る返事 は,ま った く予期
せぬ ものであ る。
Nonsense!
Upoutofhell,
FronHades!5
(2)
InfernalDis!
この世 に花 をもたらす ものは,天 の恵みで もな く有 り難い神様 て もキ リス トで
もな くて,地 獄の底 に住 む冥府の神 デ ィス(Dis)であって,花 はその もとか
ら地上へ上が って来て咲 くのだ と言 うのである。 同 じ死 にまつ わるものであっ
て も,美 少年 ア ドーニス に対す るヴィーナスの哀れみ と嫉妬深い冥府の神 デ ィ
ス とは大 きな違 いがあ る。
デ ィス とはローマ神話 の呼 び方で,ギ リシ ャ神話で はプルー トー と呼ばれる
下界 の王 である。 そ してここでわれわれ に思 い浮 かぶ のは,シ シリー島のエ ン
ナ(Enna)の草原 で花 を摘 んで いたペ ルセポ ネ(Persephone)を奪 い去 って
い って 自分 の妻 としたのが,他 ならぬ このプルー トであったことであ る。
この詩が 書か れたの はタオル ミーナ(Taormina)であ るこ とは詩の最後 の
地名の記入で分 かる。 そ してタオル ミーナはシシ リー島にある。 ロレンスが こ
の詩 を書いた時,そ の島の中央部 の高原の都市 エ ンナでのペ ルセポネの言い伝
え と,そ の都市 がギ リシャ以前 か らペルセ ポネの母 セ レス(Ceres)とペルセ
ポネの信仰の中心地 となっていたこ とを,ロ レンスは当然知 っていた。 また母
のセ レス はプルー トー に自分 の娘 を与 える条件 として,1年 の三分 の一 は下界
で暮 らして も良いが,残 りの三分 の二 は地上で母 と共に暮 らす よう言 ったと伝
え られてい る。そ こか らエ ンナの草原 とは,永 遠 に春 の季節 が支配す る所 とさ
れてい るのであ る。
ペ ルセポネはギ リシャ神話でゼ ウス と地母神デ ィミー ター との間の娘 であっ
たが,下 界 の神 プルー トー にそそのか されてその妻 とな り,春 か ら秋 にかけて
地上 で暮 らし,冬 は地下で プルー トー と共 に暮 らす運命 となっていた。
春先 にプルー トーはペ ルセ ポネ に次の ように言 う。
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(3)
Gothen,hesaid.22
「で は行 くが よ い 」 と プ ル ー トー が 言 う の は
,妻 の ペ ル セ ポ ネ に 一 年 の う ち 地
上 で 母 と 共 に 暮 ら す こ と を 許 す 時 の こ とで あ る 。 そ し て 彼 女 が 地 上 へ 出 た 時,
つ い て き た 地 獄 の 番 犬 た ち が 花 と な っ て 咲 い た ど い う 。 後 の 方 で は ク ロ ー カ ス
は 頬 に縞 の あ る ホ イ ッ トベ ッ ドの 子 犬 か ら,ま た ス パ ニ エ ル 犬 か ら 水 仙 が 咲 き
出 した と述 べ ら れ て い る 。 そ し て こ れ らの 花 に,ペ ル セ ポ ネ と そ の 母 親 の 監 視
を プ ル ー トー が 命 じ る の は,次 の 文 で 分 か る 。
Aha,thestripe-cheekedwhelps,whippet-slimcrocuses,
Atem,boys,at'em/
Ho,golden-spaniel,sweetalertnarcissus,50
(4)
Smell'em,smell'emout!
春 と共 に ペ ル セ ポ ネ が 地 上 へ 上 っ て く る の は 彼 女 が 春 を 呼 ぶ た め で あ り,彼 女
が 地 上 へ 現 れ る 季 節 で あ る 春 に 花 が 地 上 に 咲 く こ と を,こ の よ う に 考 え た の で
あ る 。
AndinSicily,onthemeadowsofEnna,
Shethoughtshehadlefthim;
Butopenedaroundherpurpleanemones,25
Caverns,
Littlehellsofcolour,cavesofdarkness,
Hell,riseninpursuitofher;royal,sumptuous
Pit-falls.
Allatherfeet30
Hellopening;
Atherwhiteankles
(5)
Hellrearingitshusband-splendid,serpentheads,
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彼 女 は シ シ リ ー の エ ン ナ の 草 原 で 彼 か ら逃 げ お お せ た と思 っ た が,そ の 時 彼 女
の 紫 の ア ネ モ ネ の 周 り に小 さ な 地 獄 の 洞 穴 が で き た 。 彼 女 の す ぐ足 元 で 地 獄 が
開 い て ゆ き,地 獄 は 亭 主 の 自信 に輝 く蛇 の 頭 を も た げ て,彼 女 を捕 ら え よ う と
す る 。
Ahmastery1
Hell'shusband-blossoms
(6)
Outonearthagain.
男 た る 亭 主 の 強 大 な 支 配 権 が,地 上 で 再 び 花 を 咲 か せ る 。 そ れ が 「紫 の ア ネ モ
ネ 」 だ と い う の で あ る 。 そ の 美 しい 花 の 周 り に は,毒 草 の トリ カ ブ トが 地 獄 の
魅 力 に あ ふ れ て 今 解 放 さ れ た ば か りの 平 原 を包 囲 して い る と,次 の よ う に ロ レ
ン ス は 歌 う 。
Lookout,Persephone!40
You,MadameCeres,mindyourself,theenemyisuponyou,
Aboutyourfeetspontaneousaconite,
Hell-glamourous,andpurplehusband-tyranny
(7)
Envelopingyourlate-enfranchisedplains.
ペ ル セ ポ ネ の 母 親 セ レス は 自 分 の 娘 が た と え 一 年 の 一 部 分 で も逃 げ お お せ た と
思 っ た の は 間 違 い で,そ の 嫉 妬 深 い 地 獄 の 王 は 地 上 へ,自 分 の 妻 に付 き ま と っ
て や っ て 来 る 。
Hellisup!
(8)
Hellonearth,andDiswithinthedepths!
で は こ れ ほ ど嫉 妬 深 い プ ル ー トー が,何 故 彼 女 を 地 獄 か ら地 上 へ 行 か せ た の
だ ろ う か 。 こ れ に対 す る 言 葉 か ら,ロ レ ン ス の 季 節 感 や 春 の 考 え,ま た 同 時 に
人 間 観 が う か が わ れ る 。
Totrackherdown;60
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Allthesportofsummerandspring,andflowerssnapping
atheranklesandcatchingherbythehair!
(9)
PoorPersephoneandherrightsforwomen.
プル ー トーが妻 を地上へ送るのは,地 上へ戻 った彼女 を追 って春 と夏 のあ らゆ
る楽 しみ に耽 るためだ とい う。そ して花 となったプルー トーは,彼 女 の くるぶ
しに噛み付 き彼女の髪の毛 をもてあそぶ。
春 には美 しい花が咲 き新 しい命が息吹 き,生 の営みが展 開す る。枯 渇 しそ う
になった暗い地下の冬枯れの地獄 か ら,生 命が よみが えるのである。母親 にと
っては自分の養育 した娘はいつ まで も自分 の愛児 であ り,ま して この ように地
獄の罠 にかか った娘であ ってみれば,最 初 の約束 とはい えもう夫の ところへ 帰
した くない。 ところが地獄 の夫は,
(lo)
Theわf亡of11αsbaηd一亡∫1亡hs11θゴs。
娘 は 自分が耕作 した一部だ と夫た るものの権利 を主張す るので ある。そ してロ
レンスは次 の ように歌 って この詩 を結ぶ。
Poormother-in-law!
Theywerealwayssold.70
(11)
Itisspring.
「裏切 られる」(were_sold)と言 ったの は,楽 しい春 と夏 を経て冬枯 れるこ
と,す なわち苦 しい育児 によってや っ と育てた子が,毎 年秋 になる と繰 り返 し
行 われる結婚 で奪 い取 られる とい う,一 年のめ ぐりを示すのである。 これ こそ
が 「冬枯 れ」 の意味す る ところで ある。 アネモネの花 を従 来の ようにヴ ィーナ
ス とア ドーニスの物語 でな く,ペ ルセポネ とプルー トー とに まつわる話 にした
ことの中に,ロ レンス独特 の死生感 と季節感が見いだ される。
もう一つは リン ドウの詩で ある。 リン ドウの詩が生 まれるい きさつは次の通
りであ った。 ロレンスは1912年5月3日,チ ャリ ング ・クロス駅で恋人 フリー
ダ(Frieda)とおちあい,フ リーダの両親 が住 んでいたメ ッッへ と出発 す る。
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こ の 町 は フ ラ ンス 北 東 部 の ア ル ザ ス ・ロ レ ー ヌ 地 方 に あ り,当 時 ドイ ッ 領 で あ
っ た 。 フ リ ー ダ の 父 親(FriedrichvonRichthofen男爵)は か つ て プ ロ シ ャ の
軍 人 で あ り,フ ラ ン ス ・プ ロ シ ャ 戦 争 で 負 傷 した が,当 時 は ア ル ザ ス ・ロ レ ー
ヌ の 知 事 で あ っ た 。 後 に 第 一 次 世 界 大 戦 の 前 に は メ ッ ッ 市 長 に も な っ た 格 式 の
あ る 有 力 者 で あ っ た彼 が,こ の 時,一 炭 坑 夫 の 息 子 で も の 書 き と の 恋 を 娘 に 許
す は ず も な か っ た 。 ロ レ ン ス は ホ テ ル や 友 人 宅 を 転 々 と した 後,5月24日 ミ ュ
ン ヘ ン で フ リ ー ダ と お ち あ い,そ の 近 郊 に あ る 社 会 学 者 ア ル フ レ ッ ド ・ウ ェ ー
バ ー(AlfredWeber)の山 荘 で6月 か ら2か 月 間 ,新 生 活 を過 ご す 。 詩 集 『見
よ,我 ら は 勝 ち 抜 い た 』(Look!WeHaveComeThrough)の四 分 の 一 が こ こ で
の 生 活 か ら生 ま れ た 。 そ して8月 初 旬,ア ル プ ス 越 え の 徒 歩 旅 行 に 二 人 は 出 発
す る の で あ る 。
「バ ヴ ァ リ ア の リ ン ドウ 」(`BavarianGentians')とい う 詩 が 生 ま れ た の は
こ の 時 で あ る 。 フ リ ー ダ は そ の 手 記 『私 で な く て 風 が … … 』(`NotI,Butthe
wind.∵)の 中 で 次 の よ う に 書 い て い る 。
WhenLawrencefirstfoundagentian,abigsingleblueone,Iremem-
berfeelingasifhehadastrangecommunionwithit,asifthegentian
yieldedupitsblueness,itsveryessence,tohim.Everythinghemethadthe
(12)
newnessofacreationjustthatmomentcomeintobeing.
リ ン ドウ の 花 は 日 本 で も 良 く見 か け る も の で あ る 。 日本 で は 小 さ く て 二 つ 以 上
群 れ を な し て い る の が よ く見 ら れ る が,ロ レ ン ス は こ の 時 バ ヴ ァ リ ア 地 方 で 大
き な の が 一 輪 咲 い て い る の を見 た よ う で あ る 。 そ し て そ の 時,そ の リ ン ド ウ が
青 色 を し た,い か に も物 の 精 髄 と も言 え る もの を新 し く創 造 し て 彼 に投 げ掛 け
て い る か の よ う に,ロ レ ン ス が そ の 花 と不 思 議 な 精 神 的 交 流 を し て い る と ブ リ
・一 ダ は 感 じ る の で あ る 。
リ ン ドウ は9月29日 の ミ カ エ ル 祭 の 頃 に 咲 く花 で あ る が,こ の 時 ロ レ ン ス に
大 き な 感 動 を 与 え た そ の リ ン ド ウ は ど の よ う に 歌 わ れ た だ ろ う か 。
Bavariangentians,tallanddark,butdark
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darkeningthedaytimetorch-like
withthesmokingbluenessofPluto'sgloom,
ribbedhellishflowerserect,
withtheirblazeofdarknessspreadblue,5
(13)
blownflatintopoints,bytheheavywhitedraughtoftheday.
バ ヴ ァ リ ア ・リ ン ドウ は,我 が 国 の も の と は 違 っ て 背 が 高 く見 る か ら に 暗 い 感
じ を 与 え る 。 こ の 詩 で も ロ レ ン ス は 前 の 詩 と 同 じ く,リ ン ドウ の 醸 し出 す 闇 の
感 じ を ペ ル セ ポ ネ の 悲 し い 運 命 を か ら ま せ て 歌 う 。 花 を咲 か せ る も の は 地 獄 に
住 む 冥 府 の 神 だ と 前 の 詩 で 歌 っ た こ とが,そ の ま ま こ こ で も起 こ る の で あ る 。
上 の 「プ ル ー トー の 暗 や み の 煙 る 青 さ 」(thesmokingbluenessofPluto's
gloom)は,プ ル ー トー と 一 体 と な っ た ペ ル セ ポ ネ の 宿 命 を 表 して い る 。
Torch-flowersoftheblue-smokingdarkness,Pluto'sdark-blueblaze
blacklampsfromthehallsofDis,smokingdarkblue
givingoffdarkness,bluedarkness,uponDemeter'syellow-paleday
(14
whomhaveyoucomefor,hereinthewhite-castday?10
デ ィ ス は 前 に 述 べ た よ う に プ ル ー トー の ロ ー マ 神 話 で の 名 前 で あ る 。 プ ル ー ト
ー の 闇 の 世 界 と,ペ ル セ ポ ネ の 母 デ ィ ミ ー タ ー の 薄 黄 色 の 昼 間(yellow-pale
day)と は 鮮 や か な 対 照 を 示 す 。
Reachmeagentian,givemeatorch!
letmeguidemyselfwiththeblue,forkedtorchofaflower
downthedarkeranddarkerstairs,whereblueisdarkenedonblueness
downthewayPersephonegoes,justnow,infirst-frostedSeptember,
tothesightlessrealmwheredarknessmarriedtodark15
andPersephoneherselfbutavoice,'asabride,
agloominvisibleenfoldedinthedeeperdark
ofthearmsofPlutoashelavishesheronceagain
andpiercesheroncemorewithhispassionoftheutterdark
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amongthesplendourofblack-bluetorches,sheddingfathomlessdarkness
(1⇒
onthenuptials.20
こ こ で 松 明(torch)の 意 味 が は っ き り し て く る 。 上 の4行 目 と7行 目 に も 出
て い る が,ll行 目 で,闇 の 中 で の 道 案 内 の た め だ と分 か る 。 自 分 自 身 で プ ル ー
トー の 世 界 ま で 松 明 を 持 っ て 降 りて 行 くの で あ る 。 初 霜 が 降 り る9月 に,ペ ル
セ ポ ネ が 通 っ た 道 を 降 り て 行 くの で あ る 。 そ こ で は 毎 年9月 に 暗 が り の 中 で 改
め て ペ ル セ ポ ネ と プ ル ー トー と の 婚 礼 が 行 わ れ る の だ 。
Givemeafloweronatallstem,andthreedarkflames,
forIwillgotothewedding,andbewedding-guest
(is)
atthemarriageofthelivingdark.
リ ン ドウ の 花 を 見 て い る と,地 下 で9月 に行 わ れ る そ の 婚 礼 に 列 席 し た くな る
と言 う 。 リ ン ドウ の あ の 暗 い 感 じ を,冬 に は 地 獄 へ と帰 ら ね ば な ら な い 運 命 を
背 負 っ た ペ ル セ ポ ネ の 暗 さ に た と え て い る の で あ る 。 秋 の 悲 し さ,秋 の 移 り変
わ り を 覚 え さ せ る 。 ロ レ ン ス の 季 節 感 を感 じ させ る 詩 で あ る 。
ロ レ ン ス は こ の 時 バ ヴ ァ リ ア の リ ン ドウ を 見 て ,プ ル ー トー と ペ ル セ ポ ネ の
物 語 を 思 い,う っ と り と な っ て い た の で あ る 。 フ リ ー ダ が 見 た の は そ の ロ レ ン
ス の 姿 で あ っ た 。
ロ レ ン ス の 草 花 や 自 然 描 写 に接 す る 時,何 か 豊 か な も の が 感 じ ら れ る の は ,
そ の 背 後 に こ の よ う な 季 節 感 が あ る か ら で あ ろ う 。
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